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新年早々、去年の話で恐縮だが、それ

はそろそろ寒くなってきて、ちょうど新年

号の企画なんかが編集部で話題になり始め

るころのことである。

「なんか最近、アナログ専用線の調子が

よくないんだよね～」と私。

「はぁ、モデムもずっと使ってるとくたび

れるんスかね」と某編集部員（実は前探検

隊員）。

「ここんとこ、ずっと最高でも24Kくらい

でしか接続できないしね」

東京電力のデンコちゃん（東京ローカル）

のコマーシャルではないが、外出時などに

節電する目的で一旦接続を切っておくと、

最初に接続した場合のセッションは

14.4Kbps。一旦切断してすぐに再接続す

ると24Kbpsという情けない事態が続いて

いたのである。

「それに来年はOCNも始まるらしいし、

もうデジタルに行くしかないって感じなん

だけど、ちょっとサイフ的にねぇ……」と

泣きを入れる私である。

すると、「そういえば、NTTが安い専用

線サービスを始めるらしいって、どこかの

MLに載ってましたよ」というとんでもない

話が……。

「え？　なにそれ？」というわけで、当

のMLのログをひっくりかえして見てもらう

と、「デジタルアクセス64」という新しい

64Kデジタルの専用線サービスを始めると

いうメッセージがポストされている。しかも

案内用のウェブページがあがっているとい

うのだ。

さっそく問題のページ「NTT Leased

Circuit」（http://www.nttls.co.jp/senyo/）

を見てみると、どうやらこのサービス、近

距離内（といっても15～30kmだから、か

なり距離はある）のデジタル専用線サービ

スで、お値段も月額28,000～67,000円と

のこと。ん？　「もしかしたら、いいかも

しんない！」と期待は高まる（冷静な読者

諸氏はなんでこんな値段が「いいかもしん

ない」なのか、不思議に思われるかもしれ

ないが、すでに私はインターネット病では
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　

デジタル
アクセス64編

近距離のデジタル専用線サービスは
「デジタルアクセス64」で決まりっ！

アナログ専用線：本誌96年2月号の「インターネット探検隊」でアナ
ログ専用回線の接続を試みた。

OCN：NTTが96年12月より開始した専用線サービス。Open
Computer Networkの略。

ML：メーリングリスト。

illustrator : Kaori Takahashi
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重症である）。

さらにこのウェブ、「ご利用料金お手軽

計算コーナー」という仕組みまでできてい

て、電話番号を入力すると、簡単に月額

利用料の目安を見ることができる。試しに、

インターネットマガジン編集部と筆者、両

方の電話番号の市外局番や局番などを入れ

て試してみると……めでたいことに15km以

内に入っている。お値段は最廉価版

（64Kbps＆15km以内＆営業時間外は故

障修理・復旧を行わないタイプ）なら最低

料金でオッケーだ。

この時、筆者が契約していたアナログ専

用線（3.4kHzタイプ）の料金は12,000円。

毎月プラス16,000円で64Kbpsデジタル！

どうする隊長？

デジタルアクセス64に切り替えた場合、

今の回線速度の3倍とはいかないが、スピ

ードアップするのは確実である。それに、

やっぱり信頼性を考えると、アナログより

デジタル（断言）。そう言えば、去年契約

した年間定額料金のプロバイダーとの契約

もそろそろおしまいだ。

毎月固定制で契約しているプロバイダー

の料金も、今となっては安いとは言い難い

値段になってしまった。こちらもそろそろ潮

時という感じである。この際だから全部解

約してその金額をこっちに注ぎ込めば無理

なく切り替えられるのでは、と考えた（の

はちと甘かったのがあとで分かるのだが）。

モデムじゃすまない
デジタル専用線

こうして次の探検目標は決まった。あと

は編集部をくどいてデジタル線を受け入れ

てもらうだけ……なんて考えていたら、よ

くよく話を聞いてみると、実はなかなかア

マちゃんであることが判明した。

これまでのアナログ専用線の場合は、筆

者の自宅のマシンと編集部の入っているビ

ルのどこかにある社内LANの端っこ同士に

同じモデムを置いてもらっていたのだが、今

回はなんせデジタル線である。まずはISDN

回線を使っている人ならお馴染みのDSUと

いうユニットを双方のデジタルアクセス64

の末端に付けなければいけない。さらにダ

イレクトにLANに接続することになると、

ルーターという、LANを知らない人にはち

ょっと縁遠い代物が必要になるというのだ。

DSU（対向2台1セットで月額利用料

3,400円）は最近値段も下がってきている

ので、買い取りをしてもいい。いや、以前

プロバイダーとのISDN接続の時に使った

OKIのPC-LINK TA/DSUのDSU部分を利

用すれば大丈夫だ。問題はこのルーターと

いうやつである。そこで本誌連載中「た

ぁ！」でおなじみの探検隊ネットワーク顧

問、I氏にお伺いをたててみた。

同氏の話によれば、IP接続だけ考えるの

であれば何種類か考えられるが、筆者のよ

うに「AppleTalkも通してほしいな～」な

んていう贅沢を言うのであれば、機種は絞

られる。さらに値段（あ！あまりに回線の

ことばかり考えていたのでルーターの値段

を忘れていた！）、ついでに将来的にOCN

に移行することまでを考えると「ま、

YAMAHAのRT100i ってのが順当なとこで

すか」とのご託宣。

これで技術的なウラは取れた（？）。「将

来的にOCN接続にも挑戦」という美味し

そうな探検項目を添えて、編集担当者M

女史経由で編集長をくどいてもらい、許可

をもらってGOである。

NTT Leased Circuit
jhttp://www.nttls.co.jp/senyo/
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ルーターの機種選びは慎重に。

区分 料金（平日午前9時～午後5時のサポート） 料金（毎日24時間のサポート）
回線使用料（～15km） 28,000円 31,000円
回線使用料（～30km） 42,000円 45,000円

▼デジタルアクセス64の毎月の使用料金
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まずはNTTの専用線担当サービス（TEL

0120-071400）に電話して申し込み書類を

送ってもらう（あとから気がついたが、ウ

ェブから資料請求メールを出すこともでき

るのだった）。

最初にも書いたように、筆者の場合はす

でにアナログの専用線を引いていたので、

これをデジタルアクセス64に切り替えるこ

とになる。新規に導入しようとする人とは

事情が異るので簡単に説明しておくと、新

設時の設置費用の目安としては……

施設設置負担金（1引き込み当り） ･･72,000円

DSU購入 ･･･････････････････････23,900円

工事費 基本工事費（1か所当り）････4,500円

屋内配線工事費（1配線当り）3,800円

DSU工事費（1台当り） ･････3,500円

……が専用線の両側に必要になる。つま

り上記の2倍の料金が初期費用として必要

になるわけだ。モデルケースによれば、こ

れだけ双方でそろえると、215,400円（税

別）にもなってしまうんである。

しかし、アナログ専用線からの切り替え

の場合は……

施設設置負担金 ･･････････････････････不要

所内工事費･･･････････････････････1,000円

基本工事費･･･････････････････････4,500円

屋内配線工事費･･･････不要（変更なしの場合）

DSU工事費 ･･････････････････････3,500円

……という切り替え費用だけで済むので

ある。特に今回はDSUは代用するので、実

際にはこれ以下の値段になるわけだ。ちょ

っとほっとする（が、ルーターのお値段を

忘れてるぞ！）。

デジタル専用線は大人気
NTT工事担当者は大忙し

ともかく送られてきた「NTT専用サービ

ス変更請求書」に必要事項を記入して

NTTに返送する。

注意する点は、基本的に双方の「端末

機器の品名」と「配線区分」だけ。「端末

機器の品名」は「お客様設置」に、「工事

区分」はインプレス側はビル内の「IDF荷

札」、筆者側は「端末直前まで」に、「配

線区分」はインプレス側は「NTTお買い上

げ」、筆者側はDSUを流用するので「お客

様設置」となる。

「希望変更日」を3週間後と余裕を見て

書いておいたところ、数日してNTTの担当

者から電話が入る。最終的に工事日を調整

して、あとは工事を待つことになった。

いよいよ当日、NTTから2人の工事担当

者がやってきた。例によって、1人は壁に

ある電話コンセントの中をチェックし、も

う1人はマンションの電話線集中配線盤の

ほうでなにやら配線しているようだ。

それが終わると、今回使うDSUを持っ

てくるようにとのこと。引退状態の

PCLINK TA/DSUを取り出し、電話コン

セントのところまで持って行くと、壁から

出た線とDSUを接続。さらにその先に何や

ら計器をつないで、それを見ながら電話局

と携帯電話で連絡したりして回線品質をチ

ェックしている。

こっちとしては何もやることがないので、

手の空いているほうの人に聞いてみたとこ

ろ、最近は家庭でもISDNを導入したり、

ちょっとした会社などの事務所でもデジタ

ル専用線を設置するところが増えて、てん

てこまいだという。ほらね、やっぱし時代

はデジタル（ってか？）。

そんなことをやっているうちに工事は終

わり、最後に「壁のモジュラージャックか

らDSUの間の線には極性がありますから、

ストレートになっていることを確かめて接続

してください」という注意をして担当者は

帰ってしまった。

インターネット
探検隊

新規でデジタルアクセス64に申し込むとけっこう費
用がかさむ。

デジタル回線工事の申し込みが殺到しているので、
工事希望日は変更のないように。
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隊長宅のマシンがインプレス社内と同じ環境で使用
できるように設定してもらった。

RT100iは接続方法によっていろいろな使い方がで
きるらしい。

設定次第で
いろいろできそうなRT100i

さらに数日後、インプレス側にも同様の

工事が入り、お願いしていたRT100iが双

方にそろったところで、いよいよルーター

の設定だぁ。とは言っても、依然“モデム

頭”の私であるからどんなやり方をすれば

いいのか、まぁ～ったく分からない。こう

いう時は探検隊ネットワーク顧問I氏にま

たもやご相談である。

インプレスまで出かけて話を聞いたとこ

ろ、今回のデジタルアクセス64を利用する

ためには、インプレスと自宅の間の配線を

……

・インプレスの社内ネットワークにルータ

ー（RT100i）を接続

・ルーターからDSUを経由してデジタルア

クセス64へ

・筆者宅の壁の電話コンセントのデジタル

アクセス64部分からDSUへ

・DSUからRJ-45コネクタという大きいヤ

ツをルーターRT100iへ接続

・ルーターから出ている同じ種類の線をハ

ブというコネクターボックスへ

・ハブのコネクター部分から10BASE-Tと

いうケーブルをMacintoshのイーサネッ

トポートへ

……という具合に接続して、筆者宅のマ

シンをあたかもインプレス社内にあるかの

ように利用できるよう設定するという。

ハブのコネクターから直接マシンに接続

できるのは筆者が使っているMacintoshが

イーサネット用のポートを持っているから

で、Windowsなどではイーサネットカード

を入れる必要があるらしい。

さて、これだけ接続すれば大丈夫かとい

うと、そんな簡単にいかないのがネットワ

ークの面倒なところ。物理的配線よりも、

問題はルーターの設定である。

分からないなりにルーターに付属の「ク

ィックスタートガイド」をめくってみたとこ

ろ、回線スピードごと、また接続方法ごと

にいろんな設定方法が書かれている。どう

やらIP接続やIPX、ブリッジ接続など、

RT100iは設定次第でいろんな接続ができる

ようだが、これも相手あってのこと。双方

がちゃんと同じように設定されなければネ

ットワーク接続はできない。これくらいは

私にも分かる。つまり、今回のようなケー

スでは接続先のLAN管理者の指示に従う

のが一番という話に違いない（だって実際、

勝手にやれって言われてもできないし）。

当日、顧問はお忙しそうであったので、

そこで今回は欲張らず、IP接続の実現だけ

に目標を絞ることを決定。IPアドレスを振

り分けてもらうことなどをお願いし、ルー

ター設定のスクリプトを考えていただくこ

とにして早々に退散したのであった。

ルーターの設定に挑戦！

それから数日して環境整備が終わったの

か、I氏から「IP address」や「netmask」、

「default router」などのデータがメールで

送られてきた。そこで早速ルーターの設定

にかかることにした。

RT100iマニュアルによれば、買ってきた

ばかりの、まったくマッサラの状態から設

定する場合には、ルーター裏パネルにある

シリアルポートへターミナルを接続してス

クリプトを書き込むことが必要とのことで

ある。ま、スクリプトの見本もマニュアル

にあるし、これだけで終われば簡単に設定

できるはずだ。

しかし問題は、ここで使うMacintoshと

RT100iをつなぐケーブルが「クロスケーブ

ル」と指定されていること。

実際、自宅にあったモデム接続用のケー

ブルを5～6本もとっかえひっかえやってみ

たのだが、どれもちゃんと動いてくれない。

インプレス側にも同様の工事が入り：工事自体は30分ほどで終了した
が、業者が帰ったあと、また違う業者が工事に来てしまうというアク
シデントがあった。

IPX：Novell Netwareなどの接続。

ブリッジ接続：TCP/IPのIPアドレスなどの上位プロトコルに関係な
く利用できる接続方法。

default router：ルーター（RT100i）が中継を依頼する次のルーター
のIPアドレス。
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サーバーを立ち上げてこそ一人前のネットワーカー？

どうやらこのケーブル、かなり特殊なもの

みたいで、普通の家なんかにはないんじゃ

ないかと思い当たる（ま、家でルーターの

設定なんかをやることこそ特殊と言えなく

もないが）。結局、せっかくメールをもらっ

たのにインプレスまで出かけて設定するこ

とになってしまった。

インプレスのネットワーク管理部門にI氏

を訪ねて事情を説明すると、ひっぱり出し

てきたのがコネクター部分に切り替えスイ

ッチの付いたケーブル。これでMacintosh

とRT100iをつなぎ、とりあえずスイッチオ

ン。パソコン通信で使っている端末ソフト

の設定を9600bit/s、キャラクター長8bits、

パリティー無し、1ストップビットにセット

する。が、画面には何も出てこない。次に

ケーブルのスイッチを切り替え、クロスモ

ードにしたところで画面にプロンプトが現

れる。これでようやくスクリプトの書き込

みができる！

あらかじめマニュアルの中で「128kbit/s

デジタル専用線でLANを接続（PP側はス

タティックルーティング、Unnumbered）」

というページを見ておいたので、ここに必

要なアドレスなどを入れておけばいいんだ

ろうと考えていた。しかしI氏によれば、ま

ずは管理者用パスワードを設定するように

とのことである。

言われてみればなるほど、である。先ほ

ども書いたように、このルーター、今はネ

ットワークから独立しているからいいが、

LAN環境に置いた場合、セキュリティー用

のパスワードを設定しておかないと、ほか

から勝手にルーターの設定を変えられてし

まうことだってある。ネットワークにつなが

ってしまえば、もう家の外に出たのと同じ

だ。管理者用パスワードを設定しないとい

うのは、クルマにカギを付けっぱなしで玄

関先に駐車しているようなもんである。

てなことでパスワードを設定。続くパラ

メーターの設定自体は、マニュアルに書か

れているサンプルとほぼ同じ。簡単に終わ

ってしまった。

64Kデジタル回線で
インターネット接続に成功！

こうしてルーターの設定を終え、自宅に

持ち帰ってセットアップ。途中で案の定、

壁の電話コンセントとDSUをつなぐ電話線

の極性が入れ替わっているというアクシデ

ントもあったが、TCP/IPをイーサネット経

由に変更した私のMacintoshは見事に64K

デジタル回線でインターネットに接続した

マシンに生まれ変わったのであった（ただ

しインプレス経由だけど）。

そして、その結果は……。う～ん、実に

快適　(^^)v デジタルは設定さえ終われ

ば簡単で安定しているし、いちいち回線ノ

イズなんかに煩わされることがない（とい

うふうに安心してしまえる）から、健康に

もよい！という具合に、いいことずくめだ

が、ただ今回の探検、自分で苦労したとい

うよりは完全にガイド依存の楽々パックと

いう反省もないわけではない。

それに今回行ったIP接続では、ダイアル

アップPPPではできないことがやれるはず

なのに、今のところウェブを見たり、メー

ルを書いたりというクライアントモードを脱

してない。これではなんだかんだとウンチク

をこねたところで、基本的にはPPP接続と

変わらない。

となると、次に挑戦すべきは……ふぅ～。

ひょっとしたらウェブのサーバーを立ち上げ

て、インターネットの世界で一人前になっ

たりしないとまずいんだろうか？　なんか

大変なところに踏み込んじゃったなぁ。

でもね～、いくらマニュアルどおりに設

定していけば大丈夫と言ったって、やっぱ

り接続先とちゃんとご相談しないと、初心

者に突然路上運転は無理だしな～……。

まさに前途洋々、ではない前途多難モー

ドに入ったところで今回はおしまいである。

管理者用パスワードを先に設定してから接続するよ
うにしよう。

インターネット
探検隊

スタティックルーティング：1人で管理しきれるような簡単なネットワ
ーク構成の場合に使われる方法。大きな企業、大学、ISPなどはダイ
ナミックルーティングが行われている。
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これが今回使用したルーター。通信
速度は64Kと128K。
価格：260,000円
（キャンペーン価格198,000円）
問い合わせ先：
住商マシネックス中部株式会社
電子電機部 情報通信課
TEL 052-963-2188

ルーターまわりの設定。
写真上から、ハブ（プラネットEH-500）、ルーター（YAMAHA RT100i）、TA
（PC-LINKTA/DSU）。
TAの右側にささっている黒いケープルがデジタルアクセス64の線。

ここから出ているケーブルがデジタ
ルアクセス64の回線。申し込み時
に、「工事区分」を「端末直前ま
で」とすると、このモジュラー口か
らマシンの直前まで線を敷設してく
れる。

デジタルアクセス64で
接続された隊長宅のデ
スク周辺。右側のマシ
ンは、Power Macintosh
9500/150。

5「変更する回線」
アナログ専用線を敷設したときにもらった「専用回線ID」
と「お客さま番号」を記入。

6「変更希望日」
ここに希望日を記入しておくと、後日NTTから工事実施
日確認の連絡がある。確認時に、午前か午後かを指定。

7「変更内容」
今回は家の引っ越しをしたので、「終点の変更」も希望。
通常は「品目の変更」だけを申し込めばよい。

9「端末設備の設置場所」
「工事区分」で「MDF荷札」や「IDF荷札」を選択した
場合は、そこの配線盤から末端までの回線を自前で設置
しなければならない。当然、「端末直前」まで配線しても
らったほうが楽だが、その分、工事費用がかかることにな
る。
「配線区分」とは、DSUをどちら側が用意するかというこ
と。「NTTお買いあげ」は、利用者がNTTからDSU を買
い取ること。「お客様設置」とは、利用者が自分でＤＳＵ
を調達して設置すること。

q「ご連絡先」
工事日や工事内容の確認は、NTTから「A事務担当」ま
で電話が入るようになっている。

変更用申し込み用紙

YAMAHA RT100i
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